
   

平成 16 年 1 月 26 日 

各 位      

エッジ株式会社 

代表取締役社長兼最高経営責任者  堀 江 貴 文 

                        （証券コード 4753 東証マザーズ） 

問い合わせ先  取締役最高財務責任者 

宮 内 亮 治 

 （TEL 03‐5788‐4753） 

取締役の退任に関するお知らせ 

 当社は、本日、以下の取締役 2 名より平成 16年 1 月 22 日付の辞任届けを受理し、取締

役 2 名が退任いたしましたので、お知らせいたします。 

 

1.退任の理由 

 一身上の都合 

 

2.退任取締役の氏名 

 取締役    松尾泰一   （辞任） 

 取締役    河野貴輝   （辞任） 

 

3.退任日 

 平成 16年 1 月 22 日 

 

4.その他 
 両名は株式会社イーバンクの代表取締役社長等であり、同社と当社との間で締結した「投
資契約」に基づき昨年 12 月の定時株主総会にて取締役に就任したものであります。 
 
 当該契約により当社からは、昨年１１月より同社へ取締役の宮内亮治を含め約１１名が
常駐し当社がもつ「合理化オペレーション」と「目標達成管理」に基づき同社の問題点を
改善し、早期黒字化に向けておりました。 
 各部署に存在する余剰人員の解雇、営業部の建て直し、投資の透明化など、約１か月で
同社がそれまでに経験したことがないほど厳しい状況を作り出し、早期黒字化を目指して
まいりました。 
 
 しかしながら、同社の旧来からの経営陣からは、当社がもつ「合理化オペレーション」
と「目標達成管理」には理解が得られず、上記「投資契約」にて同社の取締役に就任する
ことに決まっていた宮内取締役の取締役就任は実行されず、宮内他当社社員の常駐は中断
のやむなきに至り，これに応じて両名も当社から退任することとなりました。 
 
 当社が実施した「合理化オペレーション」と「目標達成管理」の実施により１２月の単
月黒字と１月から３月までの黒字見通という効果を生じさせるに至りました。 
 
 一部新聞報道などにより提携解消などの記事が出ておりますが、同社に対しては、今後
も社会のためにも、同社の「経営の健全化」「企業体質の改善」「継続的な黒字体質」に向
けて尽力いたす所存です。 

以上 


